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～ 年頭ご挨拶 ～ 

          札幌鉄工関連協同組合 

理事長 今井一彦 

新年明けましておめでとうございます。 

 令和５年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上

げます。 

 組合員の皆様には、平素から組合運営の各般

にわたり深いご理解と温かいご支援を賜り、心

から厚く感謝申し上げます。 

さて、新型コロナウイルスも発生してから丸

３年が経過し、未だ収束の兆しが見えませんが、

それでもウィズコロナのもと感染対策を前提と

した飲食を伴う会合や観客を入れたイベントの

開催など経済活動が再開しつつあります。 

当組合活動も、安全パトロールや１泊視察研

修、ボウリング大会などが３年振りに再開され

たほか、当組合が事務局を務める市連協の道外

視察も３年振りに実施するなどフル活動の１年

でした。 

外に目を向けると、ｗ杯での侍ブルーの快進

撃やＭＬＢでの大谷選手の大活躍をはじめ、最

下位にこそなったものの「BIGBOSS」や「きつね 

ダンス」の大ブレークなど明るい話題があり

ました。 

一方で、ウクライナ侵攻などの国際紛争や

益々猛威を振るう異常気象、エネルギーの高騰、

急速な円安の進行など世界的に不安定さが顕著

となり、年末に選ばれた令和４年の漢字である

「戦」そのものの１年でした。 

そんな中、中小企業等の重要な課題である価

格転嫁問題について、長谷川岳議員の梃入れに

より国・道・市の行政機関と発寒団地３組合との

意見交換会や支援施策説明会が開催されるなど

実効性のある取組みも行われました。 

今年も、終わりの見えないウクライナ紛争を

はじめとした世界的な政情不安、出口の見えな

いコロナとの共存、円安、諸物価の高騰、増税の

不安など、暗い話題が目白押しですが、春にオー

プンする日ハムの新球場には大きな期待が膨ら

みます。気持ちだけでも明るく、前向きに保って

いきたいと思います。 

当組合は、今後、中小企業等が直面する事業承

継・再構築、人材の育成・確保、Ⅾ✕の活用等の

諸課題に対し、北海道経済産業局をはじめ北海

道や札幌市、中小企業団体中央会との連携を一

層密にしながら、組合員の相互扶助の精神と力

を結集して取組んでいく所存でありますので、

組合員の皆様の一層のご理解とご協力をお願い

申し上げます。 

結びに、この新しい年が、皆様にとりまして更

なる飛躍の年になりますよう心からお祈り申し

上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。 

 

（東邦交通㈱  代表取締役） 

 

～ 2023年 新年ご挨拶 ～ 

 安全衛生協力会会長  

 花田一彦 

あけましておめでとうございます。 

安全衛生協力会会員の皆様には、当協力会の

運営に際しまして、多大なるご支援、ご協力をい

ただいておりますことに感謝申し上げます。ま

た、各企業におかれまして、日頃より行っていた

だいております、安全衛生活動の推進と労働災

害防止への取り組みにつきまして、敬意を表す

る次第です。昨年も、コロナ禍でありましたが、

安全衛生協力会の事業も、滞りなく進めること

ができました。重ねてお礼申し上げます。 

 

新型コロナウイルスから解放されることなく、

収束せぬまま 3 回目のお正月を迎えることにな

りました。あらためて昨年起きた出来事を振り
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返って見てみると、国内外で想定していなかっ

た出来事が発生した 1 年となりましたが、コロ

ナ禍は 3 年目となりました。ワクチン接種の回

数も重ね、抗原検査キットも入手しやすくなり、

緊急事態宣言や自粛要請もなく、イベントや外

国人旅行者の受け入れも再開され、徐々に新型

コロナウイルスと共存しながら、日常生活はコ

ロナ前と変わらない状況となってきました。ロ

シアによるウクライナへの軍事侵攻は、まもな

く１年が経過することになります。戦争は始め

るよりも、終結させる方が難しいそうです。早く

終結してほしいと願うばかりですが、はたして

どのような形で終結することができるのか気が

かりです。そして仕事や生活をするうえで大き

な影響を受けた、輸入品の為替の変動に伴う原

材料やエネルギー、食品、日用品の価格の大幅な

上昇など、物不足も含め、経済的にも先の読めな

い不安定な年となりました。 

 

北海道労働局が 2018 年度に策定した、「13 次

労働災害防止計画」では、多様な働き方を選択す

る社会への移行が進んでいく中で、異なる雇用

形態であっても安全と健康は確保されなければ

ならず、また、就業構造の変化等に対応した、高

年齢労働者、非正規雇用労働者、外国人労働者、

障害をもった労働者の安全と健康の確保を当然

のこととして受け入れていく社会を実現しなけ

ればならないとしています。今年度 2022 年度が

その最終年度に当たり、各企業でもその実行性

が問われているところでもあります。 

 

最後になりますが、組合員、安全衛生協力会会

員の皆様の益々のご発展、そして明るい話題い

っぱいの 1年になりますことをご祈念申し上げ、

年頭のご挨拶といたします。本年も、ご安全に。 

 

（㈱花田鉄工所 代表取締役） 

          

 

 

 

 

 

 

 あとがき   

 組合員の皆様 明けましておめでとうご 

ざいます 

 本年もよろしくお願い申し上げます 

  札幌鉄工関連協同組合 事務局 
 

    専務理事  西谷 祐乙 

    事 務 員   宮林 礼子 

 


